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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】植物病原菌に対して、優れた防除効果を有する新規な殺菌活性化合物の組み合わ
せを提供する。
【解決手段】フルオキサストロビンとメフェノキサム（メタラキシルーＭ）とを有効成分
として含有することを特徴とする農園芸用殺菌剤組成物。フルオキサストロビンとメフェ
ノキサムとの混合比は５：１から１：１００で相乗効果を示す。
【選択図】なし
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　殺菌活性化合物の組み合わせであって、フルオキサストロビン（群１）及び、
下記の群（２）から（１５）：
　群（２）のトリアゾール系殺菌剤：
（２－１）アザコナゾール
（２－２）エタコナゾール
（２－３）ジフェノコナゾール
（２－４）ブロムコナゾール
（２－５）シプロコナゾール
（２－６）ヘキサコナゾール
（２－７）ペンコナゾール
（２－８）マイクロブタニル
（２－９）テトラコナゾール
（２－１０）フルトリアホール
（２－１１）フルシラゾール
（２－１２）シメコナゾール
（２－１３）フェンブコナゾール
（２－１４）イプコナゾール
（２－１５）トリチコナゾール
（２－１６）キンコナゾール
　群（３）のカルボキサミド類：
（３－１）ボスカリド
（３－２）フラメトピル
（３－３）ピコベンズアミド
（３－４）ゾキサミド
（３－５）カルボキシン
（３－６）ジアジニル
（３－７）ペンチオピラド
（３－８）シルチオファム
　群（４）のジチオカーバメート類：
（４－１）マネブ
（４－２）メチラム
（４－３）チラム
（４－４）ジネブ
（４－５）ジラム
　群（５）のアシルアラミン類：
（５－１）ベナラキシル
（５－２）フララキシル
（５－３）メタラキシル－Ｍ
（５－４）ベナラキシル－Ｍ
　群（６）のベンゾイミダゾール類：
（６－１）ベノミル
（６－２）カルベンダジム
（６－３）クロルフェナゾール
（６－４）フベリダゾール
（６－５）チアベンダゾール
　群（７）のカーバメート類：
（７－１）プロパモカルブ
（７－２）プロパモカルブ塩酸塩
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（７－３）プロパモカルブ・ホセチル
　群（８）のジカルボキシイミド類：
（８－１）カプタホール
（８－２）プロシミドン
（８－３）ビンクロゾリン
　群（９）のグアニジン類：
（９－１）ドジン
（９－２）グアザチン
（９－３）イミノクタジン三酢酸塩
　群（１０）のイミダゾール類；
（１０－１）シアゾファミド
（１０－２）プロクロラズ
（１０－３）トリアゾキシド
（１０－４）ペフラゾエート
　群（１１）のモルホリン類：
（１１－１）アルジモルフ
（１１－２）トリデモルフ
（１１－３）ドデモルフ
（１１－４）フェンプロピモルフ
　群（１２）のピロール類
（１２－１）ピロールニトリン
　その他の殺菌剤（１３）：
（１３－１）エジフェンホス
（１３－２）塩基性塩化銅
（１３－３）オキサジキシル
（１３－４）ジチアノン
（１３－５）メトラフェノン
（１３－６）フェナミドン
（１３－７）２，３－ジブチル－６－クロロチエノ［２，３－ｄ］ピリミジン－４（３Ｈ
）－オン
（１３－８）プロベナゾール
（１３－９）イソプロチオラン
（１３－１０）カスガマイシン
（１３－１１）フサライド
（１３－１２）フェリムゾン
（１３－１３）トリシクラゾール
（１３－１４）Ｎ－（｛４－［（シクロプロピルアミノ）カルボニル］フェニル｝スルホ
ニル）－２－メトキシベンズアミド；
　群（１４）の（チオ）尿素誘導体：
（１４－１）チオファネート・メチル
（１４－２）チオファネート・エチル；
及び
　群（１５）のアミド類：
（１５－１）フェノキサニル
（１５－２）ジシクロマット
から選択される少なくとも１種の活性化合物とを含有してなる、活性化合物の組み合わせ
。
【請求項２】
　望まれていない植物病原菌を防除するための請求項１に記載の活性化合物の組み合わせ
の使用。
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【請求項３】
　種子を処理するための請求項１に記載の活性化合物の組み合わせの使用。
【請求項４】
　トランスジェニック植物を処理するための請求項１に記載の活性化合物の組み合わせの
使用。
【請求項５】
　トランスジェニック植物の種子を処理するための請求項１に記載の活性化合物の組み合
わせの使用。
【請求項６】
　請求項１に記載の活性化合物の組み合わせで被覆されている種子。
【請求項７】
　請求項１に記載の活性化合物の組み合わせを、望まれていない植物病原菌及び／又はこ
の生息環境及び／又は種子に施用することを特徴とする、望まれていない植物病原菌の防
除方法。
【請求項８】
　請求項１に記載の活性化合物の組み合わせを、増量剤及び／又は界面活性剤と混合する
ことを特徴とする、殺菌剤組成物の製造方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、第一に公知のフルオキサストロビン及び第二に別の公知の殺菌活性化合物を
含有してなる活性化合物の組み合わせに関する。該組み合わせは、望まれていない植物病
原菌を防除するのに非常によく適している。
【背景技術】
【０００２】
　式（Ｉ）
【０００３】
【化１】

（フルオキサストロビン）
が殺菌性を有することは、既知である（ＷＯ９７／２７１８９）。
【０００４】
　また、多数のトリアゾール誘導体、アニリン誘導体、ジカルボキシイミド類及びその他
の複素環化合物が真菌類の防除に使用できることは既知である〔ＥＰ－Ａ　０　０４０　
３４５、ＤＥ－Ａ　２２　０１　０６３、ＤＥ－Ａ　２３　２４　０１０、Ｐｅｓｔｉｃ
ｉｄｅ　Ｍａｎｕａｌ、９ｔｈ　Ｅｄｉｔｉｏｎ（１９９１）、第２４９及び８２７頁、
ＥＰ－Ａ　０　３８２　３７４及びＥＰ－Ａ　０　５１５　９０１参照〕。しかし、低施
用量では、これらの化合物の活性は必ずしも満足できるとは限らない。
【０００５】
　さらにまた、１－（３，５－ジメチルイソオキサゾール－４－スルホニル）－２－クロ
ロ－６，６－ジフルオロ－［１，３］－ジオキソロ－［４，５ｆ］－ベンゾイミダゾール
が殺菌性を有することが既知である（ＷＯ９７／０６１７１）。
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【０００６】
　最後に、置換ハロピリミジン類が殺菌性を有することも公知である（ＤＥ－Ａ１－１９
６　４６　４０７、ＥＰ－Ｂ－７１２　３９６参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００７】
【特許文献１】国際公開第９７／２７１８９号
【特許文献２】欧州特許出願公開第００４０３４５号明細書
【特許文献３】独国特許出願公開第２２０１０６３号明細書
【特許文献４】独国特許出願公開第２３２４０１０号明細書
【特許文献５】欧州特許出願公開第０３８２３７４号明細書
【特許文献６】欧州特許出願公開第０５１５９０１号明細書
【特許文献７】国際公開第９７／０６１７１号
【特許文献８】独国特許出願公開第１９６４６４０７号明細書
【特許文献９】欧州特許第７１２３９６号明細書
【非特許文献】
【０００８】
【非特許文献１】Ｐｅｓｔｉｃｉｄｅ　Ｍａｎｕａｌ、９ｔｈ　Ｅｄｉｔｉｏｎ（１９９
１）、第２４９及び８２７頁
【発明の概要】
【０００９】
　本発明者らは、今般、フルオキサストロビン（群１）と、下記の群（２）から（１５）
から選択される少なくとも１種の活性化合物とを含有してなる殺菌活性化合物の新規な組
み合わせが極めて良好な殺菌性を有することを見出した：
群（２）のトリアゾール系殺菌剤：
（２－１）次式のアザコナゾール（ＤＥ－Ａ　２５　５１　５６０から公知である）
【００１０】
【化２】

（２－２）次式のエタコナゾール（ＤＥ－Ａ　２５　５１　５６０から公知である）
【００１１】

【化３】

（２－３）次式のジフェノコナゾール（ＥＰ－Ａ　０　１１２　２８４から公知である）
【００１２】
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【化４】

（２－４）次式のブロムコナゾール（ＥＰ－Ａ　０　２５８　１６１から公知である）
【００１３】
【化５】

（２－５）次式のシプロコナゾール（ＤＥ－Ａ　３４　０６　９９３から公知である）
【００１４】

【化６】

（２－６）次式のヘキサコナゾール（ＤＥ－Ａ　３０　４２　３０３から公知である）
【００１５】
【化７】

（２－７）次式のペンコナゾール（ＤＥ－Ａ　２７　３５　８７２から公知である）
【００１６】
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【化８】

（２－８）次式のマイクロブタニル（ＥＰ－Ａ　０　１４５　２９４から公知である）
【００１７】
【化９】

（２－９）次式のテトラコナゾール（ＥＰ－Ａ　０　２３４　２４２から公知である）
【００１８】

【化１０】

（２－１０）次式のフルトリアホール（ＥＰ－Ａ　０　０１５　７５６から公知である）
【００１９】
【化１１】

（２－１１）次式のフルシラゾール（ＥＰ－Ａ　０　０６８　８１３から公知である）
【００２０】
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【化１２】

（２－１２）次式のシメコナゾール（ＥＰ－Ａ　０　５３７　９５７から公知である）
【００２１】
【化１３】

（２－１３）次式のフェンブコナゾール（ＤＥ－Ａ　３７　２１　７８６から公知である
）
【００２２】

【化１４】

（２－１４）次式のイプコナゾール（ＥＰ－Ａ　０　３２９　３９７から公知である）
【００２３】
【化１５】

（２－１５）次式のトリチコナゾール（ＥＰ－Ａ　０　３７８　９５３から公知である）
【００２４】
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【化１６】

（２－１６）次式のキンコナゾール（ＥＰ－Ａ　０　１８３　４５８から公知である）
【００２５】
【化１７】

群（３）のカルボキサミド類：
（３－１）次式のボスカリド（ＤＥ－Ａ　１９５　３１　８１３から公知である）
【００２６】

【化１８】

（３－２）次式のフラメトピル（ＥＰ－Ａ　０３１５　５０２から公知である）
【００２７】
【化１９】

（３－３）次式のピコベンズアミド（ＷＯ９９／４２４４７から公知である）
【００２８】
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【化２０】

（３－４）次式のゾキサミド（ＥＰ－Ａ　０　６０４　０１９から公知である）
【００２９】
【化２１】

（３－５）次式のカルボキシン（ＵＳ３，２４９，４９９から公知である）
【００３０】
【化２２】

（３－６）次式のチアジニル（ＵＳ６，６１６，０５４から公知である）
【００３１】
【化２３】

（３－７）次式のペンチオピラド（ＥＰ－Ａ　０　７３７　６８２から公知である）
【００３２】
【化２４】

（３－８）次式のシルチオファム（ＷＯ９６／１８６３１から公知である）
【００３３】
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【化２５】

群（４）のジチオカーバメート類：
（４－１）次式のマネブ（ＵＳ２，５０４，４０４から公知である）
【００３４】
【化２６】

（４－２）亜鉛アンモニアートエチレンビス（ジチオカルバメート）－ポリ（エチレンチ
ウラムジスルフィド）のＩＵＰＡＣ名を有するメチラム（ＤＥ－Ａ　１０　７６　４３４
から公知である）
（４－３）次式のチラム（ＵＳ　１，９７２，９６１から公知である）
【００３５】

【化２７】

（４－４）次式のジネブ（ＤＥ－Ａ　１０８１　４４６から公知である）
【００３６】
【化２８】

（４－５）次式のジラム（ＵＳ　２，５８８，４２８から公知である）
【００３７】

【化２９】
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群（５）のアシルアラミン：
（５－１）次式のベナラキシル（ＤＥ－Ａ　２９　０３　６１２から公知である）
【００３８】
【化３０】

（５－２）次式のフララキシル（ＤＥ－Ａ　２５　１３　７３２から公知である）
【００３９】
【化３１】

（５－３）次式のメタラキシル－Ｍ（ＷＯ９６／０１５５９から公知である）
【００４０】
【化３２】

（５－４）次式のベナラキシル－Ｍ
【００４１】
【化３３】

群（６）のベンゾイミダゾール類：
（６－１）次式のベノミル（ＵＳ３，６３１，１７６から公知である）
【００４２】
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【化３４】

（６－２）次式のカルベンダジム（ＵＳ３，０１０，９６８から公知である）
【００４３】
【化３５】

（６－３）次式のクロルフェナゾール
【００４４】
【化３６】

（６－４）次式のフベリダゾール（ＤＥ－Ａ　１２　０９　７９９から公知である）
【００４５】
【化３７】

（６－５）次式のチアベンダゾール（ＵＳ３，２０６，４６８から公知である）
【００４６】
【化３８】

群（７）のカーバメート類：
（７－１）次式のプロパモカルブ（ＵＳ３，５１３，２４１から公知である）
【００４７】
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【化３９】

（７－２）次式のプロパモカルブ塩酸塩（ＵＳ３，５１３，２４１から公知である）
【００４８】
【化４０】

（７－３）次式のプロパモカルブ・ホセチル
【００４９】
【化４１】

群（８）のジカルボキシイミド類：
（８－１）次式のカプタホール（ＵＳ３，１７８，４４７から公知である）
【００５０】

【化４２】

（８－２）次式のプロシミドン（ＤＥ－Ａ　２０　１２　６５６から公知である）
【００５１】

【化４３】

（８－３）次式のビンクロゾリン（ＤＥ－Ａ　２２　０７　５７６から公知である）
【００５２】
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【化４４】

群（９）のグアニジン類：
（９－１）次式のドジン（ＧＢ　１１　０３　９８９から公知である）
【００５３】
【化４５】

（９－２）グアザチン（ＧＢ　１１　１４　１５５から公知である）
（９－３）次式のイミノクタジン三酢酸塩（ＥＰ－Ａ　０　１５５　５０９から公知であ
る）
【００５４】

【化４６】

である。
【００５５】
　群（１０）のイミダゾール類：
（１０－１）次式のシアゾファミド（ＥＰ－Ａ　０　２９８　１９６から公知である）
【００５６】
【化４７】

（１０－２）次式のプロクロラズ（ＤＥ－Ａ　２４　２９　５２３から公知である）
【００５７】
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【化４８】

（１０－３）次式のトリアゾキシド（ＤＥ－Ａ　２８　０２　４８８から公知である）
【００５８】
【化４９】

（１０－４）次式のペフラゾエート（ＥＰ－Ａ　０　２４８　０８６から公知である）
【００５９】

【化５０】

群（１１）のモルホリン類：
（１１－１）次式のアルジモルフ（ＤＤ　１４０　０４１から公知である）
【００６０】
【化５１】

（１１－２）次式のトリデモルフ（ＧＢ　９８８　６３０から公知である）
【００６１】
【化５２】
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（１１－３）次式のドデモルフ（ＤＥ－Ａ　２５　４３２　７９から公知である）
【００６２】
【化５３】

（１１－４）次式のフェンプロピモルフ（ＤＥ－Ａ　２６　５６　７４７から公知である
）
【００６３】

【化５４】

群（１２）のピロール類：
（１２－１）次式のピロールニトリン（ＪＰ６５－２５８７６から公知である）
【００６４】
【化５５】

その他の殺菌剤（１３）
（１３－１）次式のエジフェンホス（ＤＥ－Ａ　１４　９３　７３６から公知である）
【００６５】
【化５６】

（１３－２）塩基性塩化銅
（１３－３）次式のオキサジキシル（ＤＥ－Ａ　３０　３０　０２６から公知である）
【００６６】
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【化５７】

（１３－４）次式のジチアノン（ＪＰ－Ａ　４４－２９４６４から公知である）
【００６７】
【化５８】

（１３－５）次式のメトラフェノン（ＥＰ－Ａ　０　８９７　９０４から公知である）
【００６８】
【化５９】

（１３－６）次式のフェナミドン（ＥＰ－Ａ　０６２９　６１６から公知である）
【００６９】
【化６０】

（１３－７）次式の２，３－ジブチル－６－クロロチエノ［２，３－ｄ］ピリミジン－４
（３Ｈ）オン（ＷＯ９９／１４２０２から公知である）
【００７０】
【化６１】

（１３－８）次式のプロベナゾール（ＵＳ３，６２９，４２８から公知である）
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【００７１】
【化６２】

（１３－９）次式のイソプロチオラン（ＵＳ３，８５６，８１４から公知である）
【００７２】
【化６３】

（１３－１０）次式のカスガマイシン（ＧＢ　１　０９４　５６７から公知である）
【００７３】

【化６４】

（１３－１１）次式のフサライド（ＪＰ－Ａ　５７－５５８４４から公知である）
【００７４】
【化６５】

（１３－１２）次式のフェリムゾン（ＥＰ－Ａ　０　０１９　４５０から公知である）
【００７５】
【化６６】

（１３－１３）次式のトリシクラゾール（ＤＥ－Ａ　２２　５０　０７７から公知である
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【００７６】
【化６７】

（１３－１４）次式のＮ－（｛４－［（シクロプロピルアミノ）カルボニル］フェニル｝
スルホニル）－２－メトキシベンズアミド
【００７７】
【化６８】

群（１４）の（チオ）尿素誘導体：
（１４－１）次式のチオファネート・メチル（ＤＥ－Ａ　１８　０６　１２３から公知で
ある）
【００７８】

【化６９】

（１４－２）次式のチオファネート・エチル（ＤＥ－Ａ　１８　０６　１２３から公知で
ある）
【００７９】
【化７０】

及び
群（１５）のアミド類：
（１５－１）フェノキサニル（ＥＰ－Ａ　０　２６２　３９３から公知である）
【００８０】
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（１５－２）次式のジシクロマット（ｄｉｃｙｌｃｏｍａｔ）（ＪＰ－Ａ　７－２０６６
０８から公知である）
【００８１】
【化７２】

【００８２】
　前記の式（Ｉ）の活性化合物の他に、本発明の活性化合物の組み合わせは、群（２）か
ら（１５）の化合物から選択される少なくとも一つの活性化合物を含有する。また、本発
明の活性化合物の組み合わせは、別の殺菌活性混合成分を含有していてもよい。
【発明を実施するための形態】
【００８３】
　本発明の活性化合物の組み合わせ中の活性化合物がある一定の重量比で存在する場合に
は、相乗効果が特に顕著である。しかし、活性化合物の組み合わせ中の活性化合物の重量
比は、比較的広い範囲の中で変化させ得る。一般に、本発明の組み合わせは、式（Ｉ）の
活性化合物と、群（２）から（１５）の一つの混合相手とを、以下の表１に典型的な方法
で示す混合比で含有する。
【００８４】
　混合比は重量比に基づく。この比は、式（Ｉ）の活性化合物：混合相手を意味すると解
釈されるべきである。
【００８５】
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【表１】

【００８６】
　いずれの場合にも、混合比は、相乗混合物が得られるように選択されることが都合がよ
い。式（Ｉ）の活性化合物と、群（２）から（１５）の一つの化合物との混合比は、群の
個々の化合物同士の間で変化させてもよい。
【００８７】
　また、本発明の組み合わせは、極めて良好な殺菌性を有し、植物病原菌、例えばネコブ
カビ類（Ｐｌａｓｍｏｄｉｏｐｈｏｒｏｍｙｃｅｔｅｓ）、卵菌類（Ｏｏｍｙｃｅｔｅｓ
）、ツボカビ類（Ｃｈｙｔｒｉｄｉｏｍｙｃｅｔｅｓ）、接合菌類（Ｚｙｇｏｍｙｃｅｔ
ｅｓ）、子嚢菌類（Ａｓｃｏｍｙｃｅｔｅｓ）、担子菌類（Ｂａｓｉｄｉｏｍｙｃｅｔｅ
ｓ）及び不完全菌類（Ｄｅｕｔｅｒｏｍｙｃｅｔｅｓ）などを防除するのに使用できる。
【００８８】
　上記に挙げた一般名に入る真菌性及び細菌性の病害を引き起こす幾つかの病原体を例と
して挙げ得るが、これらに限定されるものではない：
　キサントモナス（Ｘａｎｔｈｏｍｏｎａｓ）種、例えばイネ白葉枯病菌（Ｘａｎｔｈｏ
ｍｏｎａｓ　ｃａｍｐｅｓｔｒｉｓ　ｐｖ．　ｏｒｙｚａｅ）；
シュードモナス（Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ）種、例えばウリ科植物の斑点細菌病菌（Ｐｓ
ｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ｓｙｒｉｎｇａｅ　ｐｖ．　ｌａｃｈｒｙｍａｎｓ）；
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エルウィニア（Ｅｒｗｉｎｉａ）種、例えば火傷病菌（Ｅｒｗｉｎｉａ　ａｍｙｌｏｖｏ
ｒａ）；
　うどんこ病病原体、例えば、
ブルメリア（Ｂｌｕｍｅｒｉａ）種、例えば、うどんこ病菌（Ｂｌｕｍｅｒｉａ　ｇｒａ
ｍｉｎｉｓ）；
ポドスフェラ（Ｐｏｄｏｓｐｈａｅｒａ）種、例えばリンゴうどんこ病菌（Ｐｏｄｏｓｐ
ｈａｅｒａ　ｌｅｕｃｏｔｒｉｃｈａ）；
スファエロセカ（Ｓｐｈａｅｒｏｔｈｅｃａ）種、例えばうどんこ病菌（Ｓｐｈａｅｒｏ
ｔｈｅｃａ　ｆｕｌｉｇｉｎｅａ）；
ウンキヌラ（Ｕｎｃｉｎｕｌａ）種、例えばブドウうどんこ病菌（Ｕｎｃｉｎｕｌａ　ｎ
ｅｃａｔｏｒ）
によって引き起こされる病気；
　さび病病原体、例えば、
ジムノスポランギウム（Ｇｙｍｎｏｓｐｏｒａｎｇｉｕｍ）種、例えば、セイヨウナシ赤
星病菌（Ｇｙｍｎｏｓｐｏｒａｎｇｉｕｍ　ｓａｂｉｎａｅ）；
ヘミレイア（Ｈｅｍｉｌｅｉａ）種、例えば、さび病菌（Ｈｅｍｉｌｅｉａ　ｖａｓｔａ
ｔｒｉｘ）；
ファコプソラ（Ｐｈａｋｏｐｓｏｒａ）種、例えば、ダイズ、葛のさび病菌（Ｐｈａｋｏ
ｐｓｏｒａ　ｐａｃｈｙｒｈｉｚｉ）及びダイズさび病菌（Ｐｈａｋｏｐｓｏｒａｐｈａ
　ｍｅｉｂｏｍｉａｅ）；
プクキニア（Ｐｕｃｃｉｎｉａ）種、例えば、赤さび病（Ｐｕｃｃｉｎｉａ　ｒｅｃｏｎ
ｄｉｔａ）；
ウロミケス（Ｕｒｏｍｙｃｅｓ）種、例えば、マメ類さび病菌（Ｕｒｏｍｙｃｅｓ　ａｐ
ｐｅｎｄｉｃｕｌａｔｕｓ）
によって引き起こされる病気；
　卵菌類（Ｏｏｍｙｃｅｔｅｓ）の群の病原体、例えば、
ブレミア（Ｂｒｅｍｉａ）種、例えばレタスべと病菌（Ｂｒｅｍｉａ　ｌａｃｔｕｃａｅ
）；
ツユカビ（Ｐｅｒｏｎｏｓｐｏｒａ）種、例えばエンドウべと病菌（Ｐｅｒｏｎｏｓｐｏ
ｒａ　ｐｉｓｉ）又はナタネべと病菌（Ｐ．　ｂｒａｓｓｉｃａｅ）；
疫病菌（Ｐｈｙｔｏｐｈｏｔｈｏｒａ）種、例えばジャガイモ疫病菌（Ｐｈｙｔｏｐｈｔ
ｈｏｒａ　ｉｎｆｅｓｔａｎｓ）；
タンジクツユカビ（Ｐｌａｓｍｏｐａｒａ）種、例えばブドウべと病菌（Ｐｌａｓｍｏｐ
ａｒａ　ｖｉｔｉｃｏｌａ）；
ニセツユカビ（Ｐｓｅｕｄｏｐｅｒｏｎｏｓｐｏｒａ）種、例えばホップベト病菌（Ｐｓ
ｅｕｄｏｐｅｒｏｎｏｓｐｏｒａ　ｈｕｍｕｌｉ）又はウリ科植物べと病菌（Ｐｓｅｕｄ
ｏｐｅｒｏｎｏｓｐｏｒａ　ｃｕｂｅｎｓｉｓ）；
ピシウム（Ｐｙｔｈｉｕｍ）種、例えば苗枯病菌（Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｕｌｔｉｍｕｍ）
によって引き起こされる病気；
　例えば、
アルタナリア（Ａｌｔｅｒｎａｒｉａ）種、例えばジャガイモ夏疫病菌（Ａｌｔｅｒｎａ
ｒｉａ　ｓｏｌａｎｉ）；
セルコスポラ（Ｃｅｒｃｏｓｐｏｒａ）種、例えばテンサイ褐斑病菌（Ｃｅｒｃｏｓｐｏ
ｒａ　ｂｅｔｉｃｏａｌ）；
クラジオスポルム（Ｃｌａｄｉｏｓｐｏｒｕｍ）種、例えば黒星病菌（Ｃｌａｄｉｏｓｐ
ｏｒｉｕｍ　ｃｕｃｕｍｅｒｉｎｕｍ）；
コクリオボルス（Ｃｏｃｈｌｉｏｂｏｌｕｓ）種、例えばムギ類斑点病菌（Ｃｏｃｈｌｉ
ｏｂｏｌｕｓ　ｓａｔｉｖｕｓ）〔分生胞子体：ドレクスレラ（Ｄｒｅｃｈｓｌｅｒａ）
属菌、ｓｙｎ：ヘルミントスポリウム（Ｈｅｌｍｉｎｔｈｏｓｐｏｒｉｕｍ）属菌〕；
コレトトリカム（Ｃｏｌｌｅｔｏｔｒｉｃｈｕｍ）種、例えば、インゲン炭素病菌（Ｃｏ
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ｌｌｅｔｏｔｒｉｃｈｕｍ　ｌｉｎｄｅｍｕｔｈａｎｉｕｍ）；
シクロコニウム（Ｃｙｃｌｏｃｏｎｉｕｍ）種、例えば、オリーブ斑点病菌（Ｃｙｃｌｏ
ｃｏｎｉｕｍ　ｏｌｅａｇｉｎｕｍ）；
ディアポルテ（Ｄｉａｐｏｒｔｈｅ）種、例えば、カンキツ黒点病菌（Ｄｉａｐｏｒｔｈ
ｅ　ｃｉｔｒｉ）；
エルシノエ（Ｅｌｓｉｎｏｅ）種、例えば、カンキツ瘡痂病菌（Ｅｌｓｉｎｏｅ　ｆａｗ
ｃｅｔｔｉｉ）；
グロエオスポリウム（Ｇｌｏｅｏｓｐｏｒｉｕｍ）種、例えば、モモ炭疽病菌（Ｇｌｏｅ
ｏｓｐｏｒｉｕｍ　ｌａｅｔｉｃｏｌｏｒ）；
グロメレア（Ｇｌｏｍｅｒｅｌｌａ）種、例えば、炭疽病菌（Ｇｌｏｍｅｒｅｌｌａ　ｃ
ｉｎｇｕｌａｔａ）；
グイグナルディア（Ｇｕｉｇｎａｒｄｉａ）種、例えば、ブドウ黒腐病菌（Ｇｕｉｇｎａ
ｒｄｉａ　ｂｉｄｗｅｌｌｉ）；
レプトスファエリア（Ｌｅｐｔｏｓｐｈａｅｒｉａ）種、例えば、キャベツ根朽病菌（Ｌ
ｅｐｔｏｓｐｈａｅｒｉａ　ｍａｃｕｌａｎｓ）；
マグナポルテ（Ｍａｇｎａｐｏｒｔｈｅ）種、例えば、いもち病菌（Ｍａｇｎａｐｏｒｔ
ｈｅ　ｇｒｉｓｅａ）；
マイコスファエレラ（Ｍｙｃｏｓｐｈａｅｒｅｌｌａ）種、例えば、マイコスファエレラ
・グラミニコラ（Ｍｙｃｏｓｐｈａｅｒｅｌｌｅ　ｇｒａｍｉｎｉｃｏｌａ）；
ファエオスフェエリア（Ｐｈａｅｏｓｐｈａｅｒｉａ）種、例えば、コムギふ枯病菌（Ｐ
ｈａｅｏｓｐｈａｅｒｉａ　ｎｏｄｏｒｕｍ）；
ピレノホーラ（Ｐｙｒｅｎｏｐｈｏｒａ）種、例えば、オオムギ網斑病（Ｐｙｒｅｎｏｐ
ｈｏｒａ　ｔｅｒｅｓ）；
ラムラリア（Ｒａｍｕｌａｒｉａ）種、例えば、ラムラリア・コロ－シンギ（Ｒａｍｕｌ
ａｒｉａ　ｃｏｌｌｏ－ｃｙｇｎｉ）；
リンコスポリウム（Ｒｈｙｎｃｈｏｓｐｏｒｉｕｍ）種、例えば、ライグラス雲形病菌（
Ｒｈｙｎｃｈｏｓｐｏｒｉｕｍ　ｓｅｃａｌｉｓ）；
セプトリア（Ｓｅｐｔｏｒｉａ）種、例えば、セロリー葉枯病（Ｓｅｐｔｏｒｉａ　ａｐ
ｉｉ）；
チフラ（Ｔｙｐｈｕｌａ）種、例えば、雪腐褐色小粒菌核病菌（Ｔｙｐｈｕｌａ　ｉｎｃ
ａｒｎａｔａ）；
ベンツリア（Ｖｅｎｔｕｒｉａ）種、例えば、リンゴ黒星病（Ｖｅｎｔｕｒｉａ　ｉｎａ
ｅｑｕａｌｉｓ）
によって引き起こされる葉枯病及び葉萎凋病、
　例えば、
担子菌（Ｃｏｒｔｉｃｉｕｍ）種、例えば、オオムギ株腐病菌（Ｃｏｒｔｉｃｉｕｍ　ｇ
ｒａｍｉｎｅａｒｕｍ）；
フザリウム（Ｆｕｓａｒｉｕｍ）種、例えばサトイモ乾腐病菌（Ｆｕｓａｒｉｕｍ　ｏｘ
ｙｓｐｏｒｕｍ）；
ゲウマノミセス（Ｇａｅｕｍａｎｎｏｍｙｃｅｓ）種、例えば、コムギ立枯病（Ｇａｅｕ
ｍａｎｎｏｍｙｃｅｓ　ｇｒａｍｉｎｉｓ）；
リゾクトニア（Ｒｈｉｚｏｃｔｏｎｉａ）種、例えば、葉腐病（Ｒｈｉｚｏｃｔｏｎｉａ
　ｓｏｌａｎｉ）；
タペシア（Ｔａｐｅｓｉａ）種、例えば、タペシア・アクホルミス（Ｔａｐｅｓｉａ　ａ
ｃｕｆｏｒｍｉｓ）；
ティエラビオプシス（Ｔｈｉｅｌａｖｉｏｐｓｉｓ）種、例えば、根腐病菌（Ｔｈｉｅｌ
ａｖｉｏｐｓｉｓ　ｂａｓｉｃｏｌａ）
によって引き起こされる根及び茎の病気；
　例えば、
アルタナリア（Ａｌｔｅｒｎａｒｉａ）種、例えば、アルタナリア（Ａｌｔｅｒｎａｒｉ
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ａ）種；
アスペルギルス（Ａｓｐｅｒｇｉｌｌｕｓ）種、例えば、アスペルギルス・フラバス（Ａ
ｓｐｅｒｇｉｌｌｕｓ　ｆｌａｖｕｓ）；
クラドスポリウム（Ｃｌａｄｏｓｐｏｒｉｕｍ）種、例えば、クラドスポリウム（Ｃｌａ
ｄｓｐｏｒｉｕｍ）種；
クラビセプス（Ｃｌａｖｉｃｅｐｓ）種、例えば、麦角病菌（Ｃｌａｖｉｃｅｐｓ　ｐｕ
ｒｐｕｒｅａ）；
フザリウム（Ｆｕｓａｒｉｕｍ）種、例えば、オオムギ及びコムギの赤かび病菌（Ｆｕｓ
ａｒｉｕｍ　ｃｕｌｍｏｒｕｍ）；
ギベレラ（Ｇｉｂｂｅｒｅｌｌａ）種、例えば、赤かび病菌（Ｇｉｂｂｅｒｅｌｌａ　ｚ
ｅａｅ）；
モノグラフェラ（Ｍｏｎｏｇｒａｐｈｅｌｌａ）種、例えば、紅色雪腐病菌（Ｍｏｎｏｇ
ｒａｐｈｅｌｌａ　ｎｉｖａｌｉｓ）；
によって引き起こされる穂及び円錐花序（例えば、トウモロコシ作物）の病気、
　黒穂菌、例えば、
スファケロテカ（Ｓｐｈａｃｅｌｏｔｈｅｃａ）種、例えば、トウモロコシ糸黒穂病菌（
Ｓｐｈａｃｅｌｏｔｈｅｃａ　ｒｅｉｌｉａｎａ）；
チレチア（Ｔｉｌｌｅｔｉａ）種、例えば、コムギなまぐさ黒穂病菌（Ｔｉｌｌｅｔｉａ
　ｃａｒｉｅｓ）；
ウロシスティス（Ｕｒｏｃｙｓｔｉｓ）種、例えば、ライムギから黒穂病菌（Ｕｒｏｃｙ
ｓｔｉｓ　ｏｃｃｕｌｔａ）；
ウスチラゴ（Ｕｓｔｉｌａｇｏ）種、例えば、オオムギ裸黒穂病（Ｕｓｔｉｌａｇｏ　ｎ
ｕｄａ）；
によって引き起こされる病気、
　例えば、
アスペルギルス（Ａｓｐｅｒｇｉｌｌｕｓ）種、アスペルギルス・フラバス（Ａｓｐｅｒ
ｇｉｌｌｕｓ　ｆｌａｖｕｓ）；
ボトリチス（Ｂｏｔｒｙｔｉｓ）種、例えば灰色かび病菌（Ｂｏｔｒｙｔｉｓ　ｃｉｎｅ
ｒｅａ）；
ペニシリウム（Ｐｅｎｉｃｉｌｌｉｕｍ）種、例えば、リンゴ青カビ病（Ｐｅｎｉｃｉｌ
ｌｉｕｍ　ｅｘｐａｎｓｕｍ）；
スクレロチニア（Ｓｃｌｅｒｏｔｉｎｉａ）種、例えば、菌核病菌（Ｓｃｌｅｒｏｔｉｎ
ｉａ　ｓｃｌｅｒｏｔｉｏｎｕｎ）；
バーティシリウム（Ｖｅｒｔｉｃｉｌｉｕｍ）種、例えば、バーティシリウム萎凋病菌（
Ｖｅｒｔｉｃｉｌｉｕｍ　ａｌｂｏａｔｒｕｍ）
によって引き起こされる果実腐敗病；
　例えば、フザリウム（Ｆｕｓａｒｉｕｍ）種、例えば、赤かび病菌（Ｆｕｓａｒｉｕｍ
　ｃｕｌｍｏｒｕｍ）；
疫病菌（Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ）種、例えば、疫病菌（Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　
ｃａｃｔｏｒｕｍ）；
腐敗カビ（Ｐｙｔｈｉｕｍ）種、例えば、苗腐病菌（Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｕｌｔｉｍｕｍ）
；
リゾクトニア（Ｒｈｉｚｏｃｔｏｎｉａ）種、例えばリゾクトニア菌（Ｒｈｉｚｏｃｔｏ
ｎｉａ　ｓｏｌａｎｉ）；
スクレロチウム（Ｓｃｌｅｒｏｔｉｕｍ）種、例えば、白絹病菌（Ｓｃｌｅｒｏｔｉｕｍ
　ｒｏｌｆｓｉｉ）
によって引き起こされる種子及び土壌起因性腐敗及び萎凋病、並びに苗の病気、
　例えば、ネクトリア（Ｎｅｃｔｒｉａ）種、例えば、がんしゅ病菌（Ｎｅｃｔｒｉａ　
ｇａｌｌｉｇｅｎａ）によって引き起こされるがんしゅ病、こぶ及びてんぐ巣病、
　例えば、モニリニア（Ｍｏｎｉｌｉｎｉａ）種、例えば、灰星病（Ｍｏｎｉｌｉｎｉａ
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　ｌａｘａ）によって引き起こされる萎凋病、
　例えば、タフリナ（Ｔａｐｈｒｉｎａ）種、例えば、縮葉病菌（Ｔａｐｈｒｉｎａ　ｄ
ｅｆｏｒｍａｎｓ）によって引き起こされる葉、花及び果実の奇形、
　例えば、エスカ（Ｅｓｃａ）種、例えば、ファエモニエラ・クラミドスポラ（Ｐｈａｅ
ｍｏｎｉｅｌｌａ　ｃｌａｍｙｄｏｓｐｏｒａ）によって引き起こされる木本科植物の変
性病；
　例えば、ボトリチス（Ｂｏｔｒｙｔｉｓ）種、例えば、灰色カビ病（Ｂｏｔｒｙｔｉｓ
　ｃｉｎｅｒｅａ）によって引き起こされる花及び種子の病気；
　例えば、リゾクトニア（Ｒｈｉｚｏｃｔｏｎｉａ）種、例えば、ジャガイモ葉腐病、イ
ネ紋枯病、ダイズリゾクトニア根腐病（Ｒｈｉｚｏｃｔｏｎｉａ　ｓｏｌａｎｉ）によっ
て引き起こされる植物塊茎の病気。
【００８９】
　本発明の活性化合物の組み合わせが植物病害の防除に必要な濃度で植物によって十分に
許容されるということは、植物全体（植物の地上部分及び根）、繁殖用ストック及び種子
、並びに土壌の処理を可能にする。本発明の活性化合物の組み合わせは、茎葉施用に又は
種子粉衣剤として使用することができる。
【００９０】
　使用することができる組み合わせが植物病害の防除に必要な濃度で植物によって十分に
許容されるということは、種子の処理を可能にする。従って、本発明の活性化合物の組み
合わせは、種子粉衣剤として使用することができる。
【００９１】
　植物病原菌によって引き起こされる作物植物に対する被害の大部分は、早ければ種子が
貯蔵中に病気に冒される場合に及び種子を土壌に播いた後に、並びに植物の発芽中及び発
芽直後に生じる。この段階は、生育中の植物の根及び芽は特に傷つきやすく且つ小規模な
被害が植物全体の枯死を招く場合さえあり得るということから特に重要である。従って、
種子及び発芽中の植物を適切な組成物を使用することによって保護することは、特に極め
て重要である。
【００９２】
　発芽後の植物に被害を与える植物病原菌の防除は、主として土壌及び植物の地上部分を
作物保護剤で処理することによって行われる。環境並びにヒト及び動物の健康に対する作
物保護剤の起こり得る影響に関する懸念により、施用する活性化合物の量を減らす努力が
存在する。
【００９３】
　植物の種子の処理による植物病原菌の防除は、長い間知られており、継続して改良の主
題である。しかし、種子の処理は、満足のゆく方法で必ずしも解決できない一連の問題を
必然的に伴う場合が多い。従って、種子及び発芽植物を保護する方法であって、播種後又
は植物の発芽後の作物保護剤の追加施用を省くか又は追加施用を少なくとも減らす種子及
び発芽植物を保護する方法を開発することが望ましい。また、植物病原菌による攻撃から
種子及び発芽植物に最大限の保護を提供するような方法で、しかし用いられる活性化合物
によって植物自体に被害を与えることなく、用いる活性化合物の量を最適化することが望
ましい。特に、種子の処理方法はまた、トランスジェニック植物の固有の殺菌性を考慮に
入れて、用いられる最小量の作物保護剤による種子及び発芽植物の最適保護を達成するべ
きである。
【００９４】
　従って、本発明はまた、特に、本発明の組み合わせを用いて種子処理することによって
植物病原菌による攻撃から種子及び発芽植物を保護する方法に関する。
【００９５】
　本発明は、同様に、種子及び発芽植物を植物病原菌から保護するために種子を処理する
ための本発明の組み合わせの使用に関する。
【００９６】
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　さらにまた、本発明は、植物病原菌からの保護を提供するように本発明の組み合わせを
用いて処理されている種子、特に被覆されている種子に関する。
【００９７】
　本発明の利点の一つは、本発明の組み合わせの個々の浸透性により、これらの組み合わ
せを用いる種子の処理は、植物病原菌から種子自体を保護するばかりではなく、発芽後に
生じる植物も保護することである。このようにして、播種時又は直後の作物の迅速処理を
省くことができる。
【００９８】
　また、本発明の組み合わせを、特にトランスジェニック種子でも用いることができるこ
とも利点であると考えねばならない。
【００９９】
　本発明の組み合わせは、農業、温室、林業又は園芸で用いられる植物品種の種子の保護
に適している。特に、これは、穀類（例えば、コムギ、オオムギ、ライムギ、キビ及びオ
ートムギ）、トウモロコシ、ワタ、ダイズ、イネ、ジャガイモ、ヒマワリ、マメ類、コー
ヒー、ビート（例えば、サトウダイコン及び飼料ビート）、落花生、野菜（例えば、トマ
ト、キュウリ、タマネギ及びレタス）、芝生並びに園芸植物の種子の形をとる。穀類（例
えば、コムギ、オオムギ、ライムギ及びオートムギ）、トウモロコシ及びイネの種子の処
理が特に重要である。
【０１００】
　本発明に関連して、本発明の組み合わせは、単独で又は適切な製剤で種子に施用される
。好ましくは、種子は、処理中の損傷を避けるのに十分に安定である状態で処理される。
一般に、種子は収穫と播種の間の任意の時点で処理し得る。常用される種子は、植物から
分離され、穂軸、殻、茎、皮、毛又は果実の果肉が取り除かれている。従って、例えば、
収穫され、洗浄され、１５重量％未満の含水率まで乾燥されている種子を使用することが
できる。もしくは、乾燥後に、例えば水で処理され、次いで再度乾燥されている種子を使
用することもできる。
【０１０１】
　種子を処理する場合には、種子に施用する本発明の組み合わせの量及び／又は別の添加
剤の量を、種子の発芽に悪影響を及ぼさないように又は得られる植物を損なわないように
選択する注意を払わなければならない。これは、特にある一定の施用量で植物毒性を有し
得る活性化合物の場合に心に留めておかなければならない。
【０１０２】
　本発明の組み合わせは、直接に施用することができる、すなわち他の成分を含有するこ
となく及び希釈することなく施用することができる。一般に、組成物を適切な製剤の形で
種子に施用することが好ましい。種子の処理に適した製剤及び方法は、当業者には公知で
あり、例えば次の文献：ＵＳ４，２７２，４１７Ａ、ＵＳ４，２４５，４３２Ａ、ＵＳ４
，８０８，４３０Ａ、ＵＳ５，８７６，７３９Ａ、ＵＳ２００３／０１７６４２８Ａ１、
ＷＯ２００２／０８０６７５Ａ１、ＷＯ２００２／０２８１８６Ａ２に記載されている。
【０１０３】
　本発明の活性化合物の組み合わせはまた、作物の収量を増やすのに適している。さらに
、本発明の組み合わせは、低下した毒性を示し、植物によって十分に許容される。
【０１０４】
　本発明に従って、全ての植物及び植物部分を処理することができる。植物とは、本明細
書では全ての植物及び植物群、例えば望ましい及び望ましくない野生植物又は作物植物（
天然に産する作物植物を含む）を意味すると理解されるべきである。作物植物は、慣用の
育種法及び最適化法によって、もしくはバイオテクノロジー法及び遺伝子工学法又はこれ
らの方法の組み合わせによって得ることができる植物、例えばトランスジェニック植物で
あることができ、また例えば植物育種家の権利によって保護できる又は保護できない植物
栽培品種であることができる。植物部分とは、植物の全ての地上部分及び地下部分並びに
器官、例えば新芽、葉、花及び根を意味すると理解されるべきであり、挙げ得る例は、葉
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、針状葉、茎、幹、花、子実体、果実及び種子並びに根、塊茎及び地下茎である。また、
植物部分としては、収穫物並びに栄養及び生殖繁殖材料、例えば苗木、塊茎、地下茎、短
匐枝及び種子が挙げられる。
【０１０５】
　活性化合物を用いた本発明による植物及び植物部分の処理は、直接に行うか又は植物及
び植物部分の周囲、生育環境又は貯蔵領域に慣用の処理方法に従って、例えば浸漬、噴霧
、蒸発、散布、広幅散布、塗布により作用させることによって行い、また繁殖材料の場合
、特に種子の場合にはこれを一つ又はそれ以上の層で被覆することによって行う。
【０１０６】
　前記で既に述べたように、全ての植物及びこの部分を本発明に従って処理することがで
きる。好ましい実施形態においては、野生植物種及び植物栽培品種、又は慣用の生物学的
育種法、例えば異種交配又はプロトプラスト融合法によって得られる植物種及び植物栽培
品種、並びにこれらの部分が処理される。別の好ましい実施形態においては、遺伝子工学
法によって、適切ならばこれを慣用の方法と組み合わせることによって得られるトランス
ジェニック植物及び植物栽培品種（遺伝子組換え生物）、並びにこれらの部分が処理され
る。「部分」又は「植物の部分」又は「植物部分」という用語は、前記ですでに説明して
ある。
【０１０７】
　特に好ましくは、いずれの場合にも市販されているか又は使用されている植物栽培品種
の植物が、本発明に従って処理される。
【０１０８】
　植物種又は植物栽培品種、この生育場所及び栽培条件（土壌、気候、植物期間、養分）
に応じて、本発明の処理はまた、超付加（「相乗」）効果をもたらし得る。従って、例え
ば、施用量の低減及び／又は活性スペクトルの拡大及び／又は本発明に従って使用するこ
とができる物質及び組成物の活性の向上、よりよい植物生長、高温又は低温に対する耐性
の向上、干ばつ又は水もしくは土壌塩分に対する耐性の向上、開花成績の向上、収穫のよ
り容易さ、熟成の促進、より高い収穫量、よりよい品質及び／又はより高い栄養価の収穫
品、収穫品のよりよい貯蔵安定性及び／又は加工性が可能であり、これらは実際に期待さ
れるべきであった効果を上回る。
【０１０９】
　本発明に従って処理されることが好ましいトランスジェニック植物又は植物栽培品種（
すなわち、遺伝子工学法によって得られるトランスジェニック植物又は植物栽培品種）と
しては、遺伝子組換え法においてこれらの植物に特に都合のよい有用な性質（「形質」）
を付与した遺伝子材料を受け入れた植物全てが挙げられる。このような性質の例は、より
より植物生長、高温又は低温に対する耐性の向上、干ばつ又は水もしくは土壌塩分に対す
る耐性の向上、開花成績の向上、収穫のより容易さ、熟成の促進、より高い収穫量、より
よい品質及び／又はより高い栄養価の収穫品、収穫品のよりよい貯蔵安定性及び／又は加
工性である。このような性質の別の例及び特に重視される例は、動物及び微生物害虫、例
えば昆虫、ダニ、植物病原性の真菌、細菌及び／又はウイルスに対する植物のよりより防
衛能であり、またある種の除草活性化合物に対する植物の高められた抵抗性である。挙げ
得るトランスジェニック植物の例は、重要な作物植物、例えば穀類（コムギ、イネ）、ト
ウモロコシ、ダイズ、ジャガイモ、ワタ、アブラナ及び果樹植物（果実を有する、リンゴ
、ナシ、柑橘系果物及びブドウ）であり、特に重要なものはトウモロコシ、ダイズ、ジャ
ガイモ、ワタ及びアブラナである。重視される形質は、特に植物内で形成される毒素、特
にバチルス・スリンジエンシス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｔｈｕｒｉｎｇｉｅｎｓｉｓ）由来
の遺伝物質〔例えば、遺伝子ＣｒｙＩＡ（ａ）、ＣｒｙＩＡ（ｂ）、ＣｒｙＩＡ（ｃ）、
ＣｒｙＩＩＡ、ＣｒｙＩＩＩＡ、ＣｒｙＩＩＩＢ２、Ｃｒｙ９ｃ、Ｃｒｙ２Ａｂ、Ｃｒｙ
３Ｂｂ及びＣｒｙＩＦ並びにこれらの組み合わせ〕によって植物内で形成される毒素によ
る昆虫に対する植物の高められた防衛能である（以下、「Ｂｔ植物」という）。また特に
重視される形質は、ある種の除草活性化合物、例えばイミダゾリノン類、スルホニルウレ
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ア類、グリホセート又はホスフィノトリシンに対する植物の高められた耐性（例えば、「
ＰＡＴ」遺伝子）である。当該所望の形質を付与する遺伝子は、また、トランスジェニッ
ク植物内で相互に組み合わせて存在させることができる。挙げ得る「Ｂｔ植物」の例は、
トウモロコシ変種、ワタ変種、ダイズ変種及びジャガイモ変種であり、これらは商品名Ｙ
ＩＥＬＤ　ＧＡＲＤ（登録商標）（例えば、トウモロコシ、ワタ、ダイズ）、Ｋｎｏｃｋ
Ｏｕｔ（登録商標）（例えば、トウモロコシ）、Ｂｏｌｌｇａｒｄ（登録商標）（ワタ）
、Ｎｕｃｏｔｏｎ（登録商標）（ワタ）及びＮｅｗＬｅａｆ（登録商標）（ジャガイモ）
として販売されている。挙げ得る除草剤抵抗性植物の例は、トウモロコシ変種、ワタ変種
及びダイズ変種であり、これらは商品名Ｒｏｕｎｄｕｐ　Ｒｅａｄｙ（登録商標）（グリ
ホセート抵抗性、例えばトウモロコシ、ワタ、ダイズ）、Ｌｉｂｅｒｔｙ　Ｌｉｎｋ（登
録商標）（ホスフィノトリシン抵抗性、例えばアブラナ）、ＩＭＩ（登録商標）（イミダ
ゾリノン抵抗性）及びＳＴＳ（登録商標）（スルホニルウレア抵抗性、例えばトウモロコ
シ）として販売されている。また、挙げ得る除草剤抵抗性植物（除草剤耐性について慣用
の方法で栽培された植物）としては、商品名Ｃｌｅａｒｆｉｅｌｄ（登録商標）（例えば
トウモロコシ）として販売されている変種が挙げられる。勿論、これらの説明は、これら
の遺伝形質又はさらに開発されるべき遺伝形質を有する植物栽培品種にも適用され、これ
らの植物は今後開発され及び／又は市販されるであろう。
【０１１０】
　本発明の活性化合物の組み合わせは、この個々の物理的性質及び／又は化学的性質に応
じて、慣用の製剤、例えば液剤、乳剤、懸濁剤、粉末、粉剤、発泡剤、ペースト剤、水溶
剤、粒剤、エーロゾル剤、サスポエマルジョン製剤、活性化合物を含浸させた天然及び合
成物質、並びに高分子物質及び種子用被覆組成物のマイクロカプセル剤、並びにＵＬＶ冷
却及び加熱煙霧製剤に変えることができる。
【０１１１】
　これらの製剤は、公知の方法で、例えば活性化合物又は活性化合物の組み合わせを増量
剤、すなわち液状溶媒、加圧液化ガス及び／又は固形担体と、場合により界面活性剤、す
なわちは乳化剤及び／又は分散剤、及び／又は気泡形成剤を用いて混合することにより製
造される。
【０１１２】
　使用される増量剤が水である場合には、例えば有機溶媒を補助溶媒として使用すること
もできる。基本的には、適切な液状溶媒は、芳香族炭化水素、例えばキシレン、トルエン
又はアルキルナフタレン類、塩素化芳香族炭化水素又は塩素化脂肪族炭化水素、例えばク
ロロベンゼン類、クロロエチレン類又は塩化メチレン、脂肪族炭化水素、例えばシクロヘ
キサン又はパラフィン類、例えば石油留分、鉱油及び植物油、アルコール類、例えばブタ
ノール又はグリコール及びこれらのエーテル類及びエステル類、ケトン類、例えばアセト
ン、メチルエチルケトン、メチルイソブチルケトン又はシクロヘキサノン、強極性溶媒、
例えばジメチルホルムアミド及びジメチルスルホキシド、もしくは水である。
【０１１３】
　液化ガス状増量剤又は担体とは、標準温度及び大気圧下でガス状である液体、例えばエ
ーロゾル噴射剤、例えばブタン、プロパン、窒素及び二酸化炭素を意味すると理解される
べきである。
【０１１４】
　適切な固形担体は、例えばアンモニウム塩及び粉砕天然鉱物、例えばカオリン、粘土、
タルク、チョーク、石英、アタパルジャイト、モンモリロナイト又はケイソウ土、並びに
粉砕合成鉱物、例えば微細シリカ、アルミナ及びケイ酸塩である。粒剤に適した固形担体
は、例えば破砕及び分別天然石、例えば方解石、大理石、軽石、海泡石及びドロマイトで
あるか、もしくは無機及び有機粉末の合成顆粒、並びに有機物質　例えばおが屑、ヤシ殻
、トウモロコシの穂軸及びタバコの茎の顆粒である。適切な乳化剤及び／又は気泡形成剤
は、例えば非イオン性乳化剤及び陰イオン性乳化剤、例えばポリオキシエチレン脂肪酸エ
ステル類、ポリオキシエチレン脂肪アルコールエーテル類、例えばアルキルアリールポリ
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グリコールエーテル類、アルキルスルホン酸塩類、アルキル硫酸塩類、アリールスルホン
酸塩類、又はタンパク質加水分解生成物である。適切な分散剤は、例えばリグノ亜硫酸塩
廃液及びメチルセルロースである。
【０１１５】
　粘着付与剤、例えばカルボキシメチルセルロース、粉末状、顆粒状又はラテックス状の
天然及び合成重合体、例えばアラビアゴム、ポリビニルアルコール及びポリ酢酸ビニル、
もしくは天然リン脂質、例えばセファリン類及びレシチン類並びに合成リン脂質が前記の
製剤に使用できる。その他の可能な添加剤は、鉱油及び植物油である。
【０１１６】
　着色剤、例えば無機顔料、例えば酸化鉄、酸化チタン及びプルシアンブルー、並びに有
機染料、例えばアリザリン染料、アゾ染料及び金属フタロシアニン染料、並びに微量栄養
素、例えば鉄、マンガン、ホウ素、銅、コバルト、モリブデン及び亜鉛の塩を使用できる
。
【０１１７】
　市販の製剤から調製される使用形態の活性化合物含有量は、広い範囲の中で変化させ得
る。動物害虫、例えば昆虫及びダニを防除するための使用形態の活性化合物の濃度は、活
性化合物０．００００００１から９５重量％、好ましくは０．０００１から１重量％であ
る。施用は、使用形態に適した方法である。
【０１１８】
　望まれていない植物病原菌を防除するための製剤は、一般に活性化合物を０．１から９
５重量％、好ましくは０．５から９０重量％含有する。
【０１１９】
　本発明の活性化合物の組み合わせは、このままで使用できるし、この製剤の形態で使用
できるし又はこれから調製される使用形態、例えばすぐ使用可能な液剤、乳剤、エマルジ
ョン、懸濁剤、水和剤、水溶剤、粉剤及び粒剤として使用できる。これらは、慣用の方法
で、例えば散水（灌注）、液剤散布、噴霧、散布、広幅散布、散粉、発泡、展着により使
用され、また乾燥種子処理用粉末、種子処理用溶液、種子処理用水溶剤、スラリー処理用
水溶剤として、又は被覆などによって使用される。
【０１２０】
　本発明の活性化合物の組み合わせは、市販の製剤に及びこれらの製剤から調製される使
用形態に、その他の活性化合物、例えば殺虫剤、誘引剤、消毒剤、殺細菌剤、殺ダニ剤、
殺線虫剤、殺菌剤、生長調節剤、除草剤又は薬害軽減剤との混合物として存在させること
ができる。
【０１２１】
　本発明の活性化合物の組み合わせを使用する場合には、施用量は施用の種類に応じて比
較的広い範囲の中で変化させることができる。植物の部分の処理においては、活性化合物
の組み合わせの施用量は、一般に０．１から１０　０００ｇ／ｈａ、好ましくは１０から
１０００ｇ／ｈａの間にある。種子の処理においては、活性化合物の組み合わせの施用量
は、一般に種子１ｋｇ当たり０．００１から５０ｇ、好ましくは種子１ｋｇ当たり０．０
１から１０ｇの間にある。土壌の処理においては、活性化合物の組み合わせの施用量は、
一般に０．１から１０　０００ｇ／ｈａ、好ましくは１から５０００ｇ／ｈａの間にある
。
【０１２２】
　化合物（Ｉ）と群２から１５の少なくとも一つの化合物は、同時に、すなわち一緒に又
は別々に、もしくは連続して施用することができ、別々の施用の場合には施用順序は一般
に防除結果に何ら影響を及ぼさない。
【０１２３】
　本発明の活性化合物の組み合わせは、このままで、濃厚物の形態で又は一般に慣用され
る製剤の形態で、例えば粉剤、粒剤、溶液、懸濁剤、エマルジョン又はペースト剤で使用
することができる。
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【０１２４】
　前述の製剤は、それ自体公知の方法で、例えば、活性化合物を少なくとも１種の溶媒又
は希釈剤、乳化剤、分散剤及び／又は結合剤又は定着剤、撥水剤、所望ならば乾燥剤及び
ＵＶ安定剤、並びに所望ならば着色剤及び顔料及びその他の加工助剤を混合することによ
って調製することができる。
【０１２５】
　本発明の組み合わせの良好な殺菌作用は、以下の実施例によって実証される。個々の活
性化合物がこの殺菌作用において弱さを示すのに対して、前記の組み合わせはそれぞれの
作用の単純合計を上回る作用を示すが、本発明に従って使用される薬害軽減剤は一般に殺
菌作用を有していない。
【０１２６】
　殺菌剤の相乗効果は、活性化合物の組み合わせの殺菌作用が、個々に施用した場合の活
性化合物の作用の合計を上回る場合に常に存在する。
【０１２７】
　２種類の活性化合物の所与の組み合わせについて期待される殺菌作用は、次のように、
Ｓ．Ｒ．　Ｃｏｌｂｙ（「Ｃａｌｃｕｌａｔｉｎｇ　Ｓｙｎｅｒｇｉｓｔｉｃ　ａｎｄ　
Ａｎｔａｇｏｎｉｓｔｉｃ　Ｒｅｓｐｏｎｓｅｓ　ｏｆ　Ｈｅｒｂｉｃｉｄｅ　Ｃｏｍｂ
ｉｎａｔｉｏｎｓ」、Ｗｅｅｄｓ　１９６７、１５、２０－２２）に従って算出すること
ができる：
　Ｘが、活性化合物Ａをｍ　ｇ／ｈａの施用量で用いる場合の効果であり、
　Ｙが、活性化合物Ｂをｎ　ｇ／ｈａの施用量で用いる場合の効果であり、且つ
　Ｅが、活性化合物Ａと活性化合物Ｂをｍ　ｇ／ｈａの施用量とｎ　ｇ／ｈａの施用量で
用いる場合の効果である場合には、
【０１２８】
【数１】

である。
【０１２９】
　ここで、効果は％で測定される。０％は対照の効果に相当する効果を意味し、これに対
して１００％の効果は感染が認められないことを意味する。
【０１３０】
　実際の殺菌作用が計算値を上回る場合には、前記組み合わせの作用は超付加である、す
なわち相乗効果が存在する。この場合には、実際に観察された効果は、期待される効果（
Ｅ）について前記の式を使用して算出される値を上回らなければならない。
【０１３１】
　本発明を以下の実施例により例証する。しかし、本発明は実施例に限定されない。
【０１３２】
　（実施例）
【実施例１】
【０１３３】
いもち病試験（生体外）／マイクロタイタープレート
　マイクロ試験を、マイクロタイタープレート中で液状試験培地としてジャガイモデキス
トロースブロス（ＰＤＢ）を使用して行った。活性化合物は、フルオキサストロビンの場
合にはアセトンに溶解した工業グレードの有効成分として施用し、シルチオファムの場合
には市販の製剤として施用した。接種のために、いもち病菌（Ｐｙｒｉｃｕｌａｒｉａ　
ｏｒｙｚａｅ）の胞子懸濁液を使用した。暗中で振盪しながら（１０Ｈｒｚ）３日間培養
した後に、マイクロタイタープレートのそれぞれの満たされたウエルの光透過率を分光光
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【０１３４】
　０％は対照における増殖に相当する効果を意味し、これに対して１００％の効果は菌の
増殖が認められないことを意味する。
【０１３５】
　以下の表は、本発明の活性化合物の組み合わせについて認められた活性は算出された活
性よりも大きい、すなわち相乗効果が存在することを示す。
【０１３６】
【表２】

【実施例２】
【０１３７】
リゾクトニア・ソラニ（Ｒｈｉｚｏｃｔｏｎｉａ　ｓｏｌａｎｉ）菌試験（生体外）／マ
イクロタイタープレート
　マイクロ試験を、マイクロタイタープレート中で液状試験培地としてジャガイモデキス
トロースブロス（ＰＤＢ）を使用して行った。活性化合物は、フルオキサストロビンの場
合にはアセトンに溶解した工業グレードの有効成分として施用し、ボスカリドの場合には
市販の製剤として施用した。接種のために、リゾクトニア・ソラニ（Ｒｈｉｚｏｃｔｏｎ
ｉａ　ｓｏｌａｎｉ）の菌糸体懸濁液を使用した。暗中で振盪しながら（１０Ｈｒｚ）４
日間培養した後に、マイクロタイタープレートのそれぞれの満たされたウエルの光透過率
を分光光度計を使用して測定した。
【０１３８】
　０％は対照における増殖に相当する効果を意味し、これに対して１００％の効果は菌の
増殖が認められないことを意味する。
【０１３９】
　以下の表は、本発明の活性化合物の組み合わせについて認められた活性は算出された活
性よりも大きい、すなわち相乗効果が存在することを示す。
【０１４０】
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【表３】

【実施例３】
【０１４１】
かわらたけ病菌（Ｃｏｒｉｏｌｕｓ　ｖｅｒｓｉｃｏｌｏｒ）試験（生体外）／マイクロ
タイタープレート
　マイクロ試験を、マイクロタイタープレート中で液状試験培地としてジャガイモデキス
トロースブロス（ＰＤＢ）を使用して行った。活性化合物は、アセトンに溶解した工業グ
レードの有効成分として施用した。接種のために、かわらたけ病菌（Ｃｏｒｉｏｌｕｓ　
ｖｅｒｓｉｃｏｌｏｒ）の菌糸体懸濁液を使用した。暗中で振盪しながら（１０Ｈｒｚ）
４日間培養した後に、マイクロタイタープレートのそれぞれの満たされたウエルの光透過
率を分光光度計を使用して測定した。
【０１４２】
　０％は対照における増殖に相当する効果を意味し、これに対して１００％の効果は菌の
増殖が認められないことを意味する。
【０１４３】
　以下の表は、本発明の活性化合物の組み合わせについて認められた活性は算出された活
性よりも大きい、すなわち相乗効果が存在することを示す。
【０１４４】

【表４】

【実施例４】
【０１４５】
いもち病試験（生体外）／マイクロタイタープレート
　マイクロ試験を、マイクロタイタープレート中で液状試験培地としてジャガイモデキス
トロースブロス（ＰＤＢ）を使用して行った。活性化合物は、アセトンに溶解した工業グ
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　ｏｒｙｚａｅ）の胞子懸濁液を使用した。暗中で振盪しながら（１０Ｈｒｚ）５日間培
養した後に、マイクロタイタープレートのそれぞれの満たされたウエルの光透過率を分光
光度計を使用して測定した。
【０１４６】
　０％は対照における増殖に相当する効果を意味し、これに対して１００％の効果は菌の
増殖が認められないことを意味する。
【０１４７】
　以下の表は、本発明の活性化合物の組み合わせについて認められた活性は算出された活
性よりも大きい、すなわち相乗効果が存在することを示す。
【０１４８】
【表５】

【実施例５】
【０１４９】
灰色かび病試験（生体外）／マイクロタイタープレート
　マイクロ試験を、マイクロタイタープレート中で液状試験培地としてジャガイモデキス
トロースブロス（ＰＤＢ）を使用して行った。活性化合物は、フルオキサストロビンの場
合にはアセトンに溶解した工業グレードの有効成分として施用し、イプコナゾールの場合
には市販の製剤として施用した。接種のために、灰色かび病菌（Ｂｏｔｒｙｔｉｓ　ｃｉ
ｎｅｒｅａ）の胞子懸濁液を使用した。暗中で振盪しながら（１０Ｈｒｚ）３日間培養し
た後に、マイクロタイタープレートのそれぞれの満たされたウエルの光透過率を分光光度
計を使用して測定した。
【０１５０】
　０％は対照における増殖に相当する効果を意味し、これに対して１００％の効果は菌の
増殖が認められないことを意味する。
【０１５１】
　以下の表は、本発明の活性化合物の組み合わせについて認められた活性は算出された活
性よりも大きい、すなわち相乗効果が存在することを示す。
【０１５２】
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【表６】

【実施例６】
【０１５３】
いもち病試験（生体外）／マイクロタイタープレート
　マイクロ試験を、マイクロタイタープレート中で液状試験培地としてジャガイモデキス
トロースブロス（ＰＤＢ）を使用して行った。活性化合物は、アセトンに溶解した工業グ
レードの有効成分として施用した。接種のために、いもち病菌（Ｐｙｒｉｃｕｌａｒｉａ
　ｏｒｙｚａｅ）の胞子懸濁液を使用した。暗中で振盪しながら（１０Ｈｒｚ）４日間培
養した後に、マイクロタイタープレートのそれぞれの満たされたウエルの光透過率を分光
光度計を使用して測定した。
【０１５４】
　０％は対照における増殖に相当する効果を意味し、これに対して１００％の効果は菌の
増殖が認められないことを意味する。
【０１５５】
　以下の表は、本発明の活性化合物の組み合わせについて認められた活性は算出された活
性よりも大きい、すなわち相乗効果が存在することを示す。
【０１５６】

【表７】

【実施例７】
【０１５７】
いもち病試験（生体外）／マイクロタイタープレート
　マイクロ試験を、マイクロタイタープレート中で液状試験培地としてジャガイモデキス
トロースブロス（ＰＤＢ）を使用して行った。活性化合物は、フルオキサストロビンの場
合にはアセトンに溶解した工業グレードの有効成分として施用し、メフェノキサム（メタ
ラキシル－Ｍ）の場合には市販の製剤として施用した。接種のために、いもち病菌（Ｐｙ
ｒｉｃｕｌａｒｉａ　ｏｒｙｚａｅ）の胞子懸濁液を使用した。暗中で振盪しながら（１
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０Ｈｒｚ）４日間培養した後に、マイクロタイタープレートのそれぞれの満たされたウエ
ルの光透過率を分光光度計を使用して測定した。
【０１５８】
　０％は対照における増殖に相当する効果を意味し、これに対して１００％の効果は菌の
増殖が認められないことを意味する。
【０１５９】
　以下の表は、本発明の活性化合物の組み合わせについて認められた活性は算出された活
性よりも大きい、すなわち相乗効果が存在することを示す。
【０１６０】
【表８】

【手続補正書】
【提出日】平成24年1月24日(2012.1.24)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　殺菌活性化合物の組み合わせであって、フルオキサストロビン（群１）及び、
下記の群（２）から（１５）：
　群（２）のトリアゾール系殺菌剤：
（２－１）アザコナゾール
（２－２）エタコナゾール
（２－４）ブロムコナゾール
（２－５）シプロコナゾール
（２－６）ヘキサコナゾール
（２－７）ペンコナゾール
（２－９）テトラコナゾール
（２－１１）フルシラゾール
（２－１２）シメコナゾール
（２－１３）フェンブコナゾール
（２－１５）トリチコナゾール
（２－１６）キンコナゾール
　群（３）のカルボキサミド類：
（３－２）フラメトピル
（３－３）ピコベンズアミド
（３－４）ゾキサミド
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（３－５）カルボキシン
（３－６）ジアジニル
（３－７）ペンチオピラド
　群（４）のジチオカーバメート類：
（４－１）マネブ
（４－２）メチラム
（４－３）チラム
（４－４）ジネブ
（４－５）ジラム
　群（５）のアシルアラミン類：
（５－１）ベナラキシル
（５－２）フララキシル
（５－３）メタラキシル－Ｍ
（５－４）ベナラキシル－Ｍ
　群（６）のベンゾイミダゾール類：
（６－１）ベノミル
（６－２）カルベンダジム
（６－３）クロルフェナゾール
（６－４）フベリダゾール
（６－５）チアベンダゾール
　群（７）のカーバメート類：
（７－１）プロパモカルブ
（７－２）プロパモカルブ塩酸塩
（７－３）プロパモカルブ・ホセチル
　群（８）のジカルボキシイミド類：
（８－１）カプタホール
（８－２）プロシミドン
（８－３）ビンクロゾリン
　群（９）のグアニジン類：
（９－１）ドジン
（９－２）グアザチン
（９－３）イミノクタジン三酢酸塩
　群（１０）のイミダゾール類；
（１０－１）シアゾファミド
（１０－３）トリアゾキシド
（１０－４）ペフラゾエート
　群（１１）のモルホリン類：
（１１－３）ドデモルフ
　群（１２）のピロール類
（１２－１）ピロールニトリン
　その他の殺菌剤（１３）：
（１３－１）エジフェンホス
（１３－２）塩基性塩化銅
（１３－３）オキサジキシル
（１３－４）ジチアノン
（１３－５）メトラフェノン
（１３－６）フェナミドン
（１３－７）２，３－ジブチル－６－クロロチエノ［２，３－ｄ］ピリミジン－４（３Ｈ
）－オン
（１３－８）プロベナゾール
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（１３－９）イソプロチオラン
（１３－１０）カスガマイシン
（１３－１１）フサライド
（１３－１２）フェリムゾン
（１３－１３）トリシクラゾール
（１３－１４）Ｎ－（｛４－［（シクロプロピルアミノ）カルボニル］フェニル｝スルホ
ニル）－２－メトキシベンズアミド；
　群（１４）の（チオ）尿素誘導体：
（１４－１）チオファネート・メチル
（１４－２）チオファネート・エチル；
及び
　群（１５）のアミド類：
（１５－１）フェノキサニル
（１５－２）ジシクロマット
から選択される少なくとも１種の活性化合物とを含有してなる、活性化合物の組み合わせ
。
【請求項２】
　望まれていない植物病原菌を防除するための請求項１に記載の活性化合物の組み合わせ
の使用。
【請求項３】
　種子を処理するための請求項１に記載の活性化合物の組み合わせの使用。
【請求項４】
　トランスジェニック植物を処理するための請求項１に記載の活性化合物の組み合わせの
使用。
【請求項５】
　トランスジェニック植物の種子を処理するための請求項１に記載の活性化合物の組み合
わせの使用。
【請求項６】
　請求項１に記載の活性化合物の組み合わせで被覆されている種子。
【請求項７】
　請求項１に記載の活性化合物の組み合わせを、望まれていない植物病原菌及び／又はこ
の生息環境及び／又は種子に施用することを特徴とする、望まれていない植物病原菌の防
除方法。
【請求項８】
　請求項１に記載の活性化合物の組み合わせを、増量剤及び／又は界面活性剤と混合する
ことを特徴とする、殺菌剤組成物の製造方法。
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